
 

 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸを使う場合 

 極点図、ＯＤＦ図の対称性（Ｔｒｉｌｉｃｎｉｃ－Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ）に関して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘでＣｕｂｅ，Ｂｒａｓｓ，Ｇｏｓｓ，Ｃｏｐｐｅｒ方位を含む極点図を 

 ＬｂａｏＴｅｘ、ＭＴＥＸで解析比較を行った。 

 ＭＴＥＸの内部Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化のＥｘｐｏｒｔデータはφ１＝９０のデータが 

 Ｅｘｐｏｒｔされないため、計算に無理があります。 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ処理結果からＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化が望ましい。 
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   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＯＤＦ図を解析する場合非対称（Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ）を対称化（Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ）して 

   行うことがあります。ＥＢＳＤでは対称図が得られる事はほとんどありません。 

   Ｃｕｂｉｃでφ１が３６０度で測定されたＯＤＦ図を１／４に変換を行う事でバグを発生されてしまい 

   このＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化を纏めてみました。 

   ＬａｂｏＴｅｘで非対称ＯＤＦと対称ＯＤＦを作成し、非対称ＯＤＦから極点図を作成し 

   ＭＴＥＸで非対称解析と対称解析を行い、ＯＤＦ図を比較してみます。 

 

 

非対称極点図 

 

非対称ＯＤＦ図     対称ＯＤＦ図(LaboTexの Orthorhombic処理) 

  

ＬａｂｏＴｅｘのＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ処理は 

 ＴｒｉｃｌｉｎｉｃＯＤＦ図からＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化です。 

 極点図の１／４対称処理も出来ますが、その処理とは別物です。 

 

     



対称ＯＤＦは非対称ＯＤＦ（φ２）の平均ではない 

 対称ＯＤＦ図を同一φ２の平均化から求めていました（バグ） 

  

 

 

 

  

 ＯＤＦ図のＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃは、同一φ２断面ではなく他のφ２断面も関係する 

 



修正したＧＰＯＤＦＤＩｓｐｌａｙのＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

GPODFDisplayによる Triclinic->Orthorhombic 

  

LaboTexによる Triclinic->Orthorhombic 

  

極点図を１／４処理後 LaboTexで処理 

  

 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙのＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ処理は正しいと判断 



ＭＴＥＸのＯＤＦ解析の、ＴｒｉｃｌｉｎｉｃとＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃの比較 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ処理 

 

Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ処理 

SS = specimenSymmetry('orthorhombic')を行って実行では、φ １＝９０度のデータが得られないので NG 

 

非対称 

   

 



ＴｒｉｃｌｉｎｉｃからＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化を GPODFDisplayで処理 

 

１／４対称極点図からＭＴＥＸ処理の Orthorhombic化 

 

  

  



ODFプロファイル 

 

 

ＭＴＥＸ－ＴｔｏＯ 

 非対称極点図を Triclinicで解析、ExportODFを GPODFDisplayで Orthorhombic処理 

ＰｏｌｅＯｒｔｈｏ－ＭＴＥＸ－ＴｔｏＯ 

 対称極点図を Triclinicで解析、ExportODFを GPODFDisplayで Orthorhombic処理 

Ｌａｂｏ－ＴｔｏＯ 

 非対称極点図を Triclinicで解析、ExportODFを GPODFDisplayで Orthorhombic処理 

Ｌａｂｏ－Ｏｒｔｈｏ 

 非対称極点図を LaboTexで Orthorhombic解析 

 

 GPODFDisplayの Toriclinic->Orthorhombic処理は正常に動作します。 

 

 

 各方位密度比に関しては「極点図測定間隔とＯＤＦ方位密度」を参考にしてください 
 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ２．１５）のｆａｍｉｌｙ処理を複数でデータの平均に変更しまいた。 

 

 

Ｃｏｐｐｅｒｍｅｎｂｅｒ 

  

All familyでは 

 


